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恐
慌
白
歴
史
性
主
失
業
白
歴
史
性

第
王
十
一
番

九

O
O

第
六
擁

主
六

酒好

完

恐
慌
の
歴
史
性
三
失
業
の
歴
史
性

桑

原

'ミE
日

経
済
生
活
は
一
色
に
瑳
展
し
た
も
の
で
な
い
。

ミ
口
に
一
一
己
へ
ば
、
枇
舎
は
共
同
枇
合
よ
り
利
盆
枇
舎
へ
進
化
し
た
(
祖
下
長
悼
主
義

社
舎
に
於
け
る
共
同
開
思
想
に
就
で
ほ
姑
〈
網
れ
な
い
)
。
語
を
換
へ
で
言
へ
ば
、
「
身
分
よ
り
契
約
へ
-
」
、
血
縁
園
開
よ
り
地
域
園
開
へ
と
資

展
し
た
。
郎
ち
原
始
人
類
は
同
然
に
依
存
す
る
度
合
大
悲
り
し
た
め
、
食
物
の
不
足
が
原
因
と
在
っ
て
、
血
縁
関
係
者
が
一
つ
の
家

族
生
活
伊
一
注
し
、
日
岡
山
家
組
織
の
基
礎
を
友
し
て
ゐ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
此
の
大
家
族
制
度
は
、
奴
隷
制
度
及
地
域

闇
棋
と
た
り
で
、
近
世
の
小
家
族
制
度
と
な
っ
た
に
反
し
、
制
域
闘
係
は
、
村
落
・
都
合
・
地
方
・
悶
家
・
世
界
に
ま
で
披
大
し
、

そ
れ
に
従
つ
で
経
済
生
活
が
替
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
云
は
wh

始
め
に
血
縁
閣
棋
と
し
て
の
家
内
経
済
あ
り
、
市
引
に
非
血
族
者
を
も

混
へ
た
奴
隷
経
済
に
沿
い
て
も
依
然
と
し
て
大
家
族
制
度
の
形
態
を
と
ピ
め
、
「
議
〈
の
一
親
類
よ
り
近
〈
の
他
人
」
の
い
み
に
て
、
同

一
地
方
住
民
の
共
同
経
済
を
却
持
す
る
潟
に
地
域
圏
慨
経
済
と
友
り
、
延
て
は
中
位
の
蛙
国
経
済
と
在
っ
た
。
し
か
し
此
り
時
代
士

で
は
、
原
則
ふ
し
て
大
勝
自
給
自
足
維
持
時
代
で
あ
る
。
且
つ
土
地
依
存
の
経
済
で
あ
る
。
し
か
る
に
中
世
に
於
て
都
市
食
生
以
後

地
方
経
消
を
形
誼
り
て
地
方
的
自
給
自
足
と
も
云
引
い
う
る
経
済
を
行
ひ
、
途
比
国
家
自
給
自
足
経
済
と
も
云
ひ
う
べ
き
国
民
経
済
へ



と
設
展
し
た
。
閥
際
経
済
・
世
界
経
済
・
寓
民
経
済
た
ど
の
関
係
は
新
な
る
形
態
で
あ
る
「

斯
の
如
〈
、

人
間
の
同
然
的
生
命
及
文
化
的
生
命
を
完
う
す
る
た
め
の
物
質
的
欲
的
五
充
足
を
め
ぐ
る
諸
々
の
行
錦
、
印
も
所
謂
経

済
活
動
D
表
現
と
し
て
の
生
活
形
式
を
、
歴
史
的
設
展
的
に
辿
る
と
昔
、
幾
多
の
段
階
が
あ
る
と
と
を
後
見
す
る
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
共
の
各
々
に
つ
い
で
経
済
生
祈
の
均
衡
白
破
れ
又
は
撹
飢
、
又
は
経
済
生
前
の
疾
病
と
云
っ
た
払
の
が
あ
る
だ
ら
う
と
と

は
想
像
す
る
に
難
〈
た
い
。
而
も
結
局
そ
れ
は
生
産
と
消
費
と
の
不
一
致
又
は
需
要
と
供
給
と
の
不
一
致
在
包
現
象
忙
蹄
因
す
る
。

そ
の
己
と
を
若
し
恐
慌
L

」
呼
ぶ
左
ら
ば
、
恐
慌
は
各
経
済
生
活
白
張
展
段
階
に
膝
じ
て
存
在
す
る
謬
で
あ
り
、
資
本
主
義
時
代
に
特

右
左
も
り
で
友
い
己
と
を
知
る
。
た
い
h

蕊
で
は
景
気
循
壌
の
株
相
を
と
る
を
以
て
特
徴
と
寸
る
。

そ
れ
の
ー
ご
と
〈
、
失
業
も
ま
た
、
資
本
主
義
の
一
大
特
色
た
る
の
視
を
呈
ず
る
け
れ

E
も
、
資
本
主
義
に
特
有
な
も
白
イ
じ
は
な
い
。

経
済
生
活
の
瑳
展
段
階
に
膝
ヒ
て
失
業
現
象
主
後
見
す
る
と
と
が
出
来
る
。
た
N
L

、
恐
慌
と
共
に
、
資
本
主
義
白
下
に
於
で
は
、
景

気
循
環
し
二
定
の
相
互
関
係
に
在
る
己
と
を
以
て
特
徴
と
ナ

5
。
恐
慌
の
歴
史
性
と
稿
し
、

失
業
の
歴
史
性
と
稽
ナ
る
所
以
で
あ

る。
以
下
、
恐
慌
の
歴
史
的
精
徴
を
う
か
が
ひ
た
が
ら
、
失
業
の
歴
史
的
特
牲
を
検
討
し
よ
う
と
息
ム
。
研
坑
由
中
心
は
資
本
主
義
時

代
に
告
げ
る
失
業
に
在
る
。
し
か
し
在
が
ら
、
賓
践
的
意
岡
は
未
来
の
展
望
に
走
る
と
と
は
勿
論
で
る
る
。

第

節

資
本
主
義
時
代
ま
で
の
恐
慌
と
失
業

第

XfI 

上
古
自
給
自
足
経
済
時
代
又
は
封
鎖
的
家
内
経
済
時
代
忙
な
け
る
恐
慌
と
失
業

恐
慌
の
歴
史
性
、
と
央
業
の
隣
史
性

第
六
競

主主

七

第
五
十
一
巻

九
O 

拙著、極梼原論教材、ご回買。



恐
慌
の
廃
史
性
と
失
業
の
躍
史
性

第
五
十
一
巻

九
O 

第
六
披

三王
F又

|
|
血
族
閤
姐
と
し
て
の
家
族
共
産
閥
、
北
に
非
血
族
同
世
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
奴
隷
融
持
、
及
刊
日
中
世

初
期
に
お
り
る
ラ
テ
ン
・
日
ケ
ル
マ
ン
民
族
四
荘
関
経
情
華
に
お
け
る
恐
慌
の
特
雑
性
と
失
業
白
特
時
世
l
1
i

一
般
に
自
給
自
足
経
消
時
代

Q
f宮
崎
は
特
に
封
鎖
的
家
内
融
持
時
代
土
輔
ナ
)
に
於
て
は
、
経
済
単
位
は
家
族
で
あ
り
、

一五は
Y
原

則
と
し
て
家
族
の
生
産
は
家
族
の
消
費
的
欲
求
に
も
と
づ
い
た
。
勿
論
原
則
と
し
て
生
産
と
消
費
と
白
媒
介
は
家
族
員
に
よ
っ
て
友

苫
れ
、
他
の
経
済
草
位
と
の
依
存
関
係
も
絶
無
に
近
か
っ
た
。

例
へ
ば
、
血
族
圏
髄
経
済
と
し
て
白
家
族
共
産
樟
経
済
の
如
昔
、
或
は
非
血
族
園
瞳
経
済
と
し
て

D
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l
T
の
奴
隷

経
済
や
、
中
世
初
期
に
於
け
る
ラ
テ
ン

-
F
ル
マ

y
o荘
園
経
済
の
如
昔
、
所
謂
自
給
自
足
経
済
に
在
り
で
は
、
生
産
は
凡
て
自
己

生
産
(
型
唱
ロ
官
邑
ロ
E
E
目
)
に
し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
と
は
常
に
同
一
人
に
し
て
、

生
産
は
車
忙
消
費
財
白
生
涯
に
限
ら
れ
、
而
も

自
ら
消
費
せ
ざ
る
も
の
は
生
産
せ
ヂ
、
自
ら
生
産
せ
ぎ
る
も
の
は
消
費
す
る
能
は
ざ
る
よ
り
、
通
常
平
年
は
生
産
と
消
費
と
の
聞
に

は
不
平
均
が
趨
ら
な
か
っ
た
と
一
一
胞
は
考
へ
ら
れ
る
。
叉
相
互
扶
助
的
交
換
も
徐
剰
物
交
換
(
物
々
交
換
)
も
無
雪
た
め
、

一
方
に
在
り

て
は
欲
求
品
依
乏
す
る
に
反
し
、
他
方
に
在
り
で
は
徐
剰
を
呈
す
る
事
責
も
亦
考
へ
う
る
(
誌
に
朝
な
特
殊
白
交
換
即
ち
相
互
扶
助
的
支
換

が
行
は
る
λ
ζ

と
ふ
な
る
)
。

加
之
、
生
産
は
家
内
D
需
要
消
費
に
よ
り
左
右
せ
ら
れ
、
又
皆
利
を
生
ぜ
し
む
る
交
易
左
き
此
時
代
に
在
ー
り
で
は
、
家
計
の
み
が

重
要
意
義
を
有
し
、
従
っ
て
消
費
心
難
易
が
中
心
心
問
題
と
友
つ
で

E
ら
は
れ
、
而
も
家
計
は
犬
棋
士
地
に
依
概
し
て
行
は
れ
た
の

で
、
粧
済
外
的
原
因
就
中
天
鐙
端
異
(
早
魁
・
洪
水
等
)
等
の
自
然
的
原
因
よ
り
家
計
が
撹
飢
さ
る
t
h

揚
合
が
多
か
っ
た
だ
ら
う
と
と

は
明
か
で
あ
り
、
而
も
此
の
携
飢
た
る
や
、
多
〈
白
揚
合
生
産
不
足
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
何
と
友
れ
ば
、

一
方
、
原
始
人
類



は
六
館
、
「
必
要
に
活
者
る
」
生
活
印
ち
衣
食
住
共
に
必
要
品
の
自
治
を
以
て
満
足
オ
る
自
然
決
態
で
あ
り
、
年
々
白
宗
計
は

E
常
年

を
以
て
標
準
と
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
に
反
し
、
他
方
、
自
然
へ
の
従
属
依
存
的
経
済
は
屡
々
自
然
力
に
煩
は
ひ
せ
ち
れ
た
だ
ら
う

と
考
へ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
時
代
の
恐
慌
は
家
計
恐
慌
又
は
消
費
恐
慌
と
呼
ぽ
る
べ
き
性
質
白
も
D
で
あ
り
、
且
つ
偶

強
的
で
あ
り
局
部
的
で
あ
っ
た
。

ク
ム
プ
マ
ン
S
の
表
現
主
借
り
る
ま
で
も
左
く
、
古
代
比
於
け
る
努
倒
の
経
済
的
性
格
と
倫
理
的
評
慣
と
を
知
っ
て
る
人
は
、
官
時

の
失
業
は
集
閤
現
象
と
し
て
現
は
れ
友
か
っ
た
と
と
は
直
寸
分
る
事
柄
で
あ
る
。
到
る
鹿
農
業
が
給
養
源
と
し
て
軍
曹
を
た
し
、
農

業
は
共
本
性
上
中
産
階
級
及
び
あ
ら
ゆ
る
民
族
部
分
の
十
分
な
る
扶
助
主
主
た
し
て
呉
れ
た
。
肉
醐
閥
的
持
働
は
向
来
る
だ
け
奴
隷
に

委
ね
ら
れ
た
D
で
、
恰
も
家
事
に
於
け
る
畑
〈
で
失
業
が
あ
っ
て
も
粧
台
問
題
と
は
な
ら
友
か
っ
た
。
若
し
奴
隷
が
労
働
不
能
で
あ

れ
ば
、
保
護
D
義
務
は
な
い
か
ら
、
人
々
は
何
等
か
の
方
法
で
共
義
務
か
ら
売
れ
ね
ば
左
ら
友
か
っ
た
。
寓
一

O
場
合
に
は
放
逐
さ

れ
た
。
し
か
し
自
由
持
働
者
或
は
手
工
業
者
も
、
そ
の
行
鴬
が
奴
隷
E
似
て
居
り
、

一
般

r同
情
と
扶
助
と
を
必
要
と
す
る
の
み
な

ら
や
、
極
侮
と
座
迫
と
を
珠
期
せ
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
。

ギ
リ
シ
ア
・
ロ

1
マ
時
代
か
ら
多
く
の
政
治
的
政
策
は
失
業
の
一
規
拙
か
ら
考
察
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
持
働
の
調
達
ば
何

時
四
場
合
で
も
第
二
義
的
に
考
察
さ
る
L
に
す
ぎ
友
か
っ
た
。
人
は
一
方
人
口
過
剰
と
持
働
不
足
を
説
明
す
る
た
一
め
に
、
ギ
リ
シ
ア

及
ロ

1
マ
に
於
け
る
楠
民
的
護
展
の
筒
動
を
指
摘
す
る
。
大
掛
り
な
公
共
曲
目
働
は
集
圏
第
働
と
パ
シ
と
を
奥
へ
ね
ば
友
ら
左
か
っ

た
。
ア
テ
ネ
の
建
築
術
の
支
配
が
最
盛
時
に
在
る
時
は
、
人
口
の
各
居
に
浸
透
し
て
満
足
な
献
態
に
告
か
れ
た
。
公
共
的
救
岨
政
策

も
失
業
慮
置
と
見
る
と
と
が
出
来
た
。
基
替
紀
元
五
世
紀
凶
の
ア
ゼ
y

ス
に
於
て
は
、
会
人
口
の
竿
分
は
岡
家
白
救
岨
人
口
で
あ
っ

恐
慌
の
握
且
性
と
央
業
白
歴
史
性

傍
五
十
一
巻

静
六
強

主王
プu

九
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第
王
十
一
審

恐
慌
白
歴
史
性
と
失
業
目
路
氏
性

(
註
一
、

た
ら
う
。
ロ
ー
マ
に
在
り
で
は
、
↓
心
地
主
失
っ
た
人
民
が
首
都
に
集
っ
て
務
働
陀
投
ヒ
る
と
と
に
よ
っ
て
、

(
註
=
)
ヲ
ナ
イ
フ
ぷ
ヂ
イ
ウ
ム

い
み
の
「
無
産
階
級
」
が
生
じ
た
。
大
私
有
地
経
済
は
常
に
大
き
〈
農
業
施
設
を
行
ひ
、
之
を
以
て
、
恐
る
べ
き
多
数
の
資
力
た
き
然

九

C
四

第
六
披

六
O 

一
世
紀
に
既
に
間
有
の

し
政
治
的
に
は
同
権
の
人
々

D
機
嫌
を
維
持
し
た
。
若
者
グ
ラ
ッ
ク
ス
の
「
穀
物
法
」
(
官
官

E
E
E
f
)
以
来
穀
物
の
給
奥
が
な
さ

れ
、
失
業
補
助
'
と
し
て
作
用
し
た
。
ケ
ー
ザ
ル
は
徒
ら
に
試
み
、
此
の
給
輿
は
整
頓
十
一
る
貧
民
救
助
を
却
つ
セ
墜
落
せ
し
め
、
常
に

無
形
霊
的
に
而
も
勝
し
か
っ
た
錦
め
に
、
六
つ
の
租
税
階
級
を
無
料
給
興
者
た
ら
じ
め
た
。
そ
し
て
帝
政
時
代
に
は
四
十
寓
人
が
図

家
白
給
奥
を
要
し
た
。

(
詰
一
)
マ
ア
テ
ネ
の
帝
閥
主
義
は
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
に
頂
貼
巴
還
し
た
と
一
耳
』
べ
き
で
あ
る
。
叉
産
業
も
盛
に
興
り
、
そ
れ
に
枠
ひ
、
奴
隷
使
役
の
風

が
大
に
起
ワ
て
来
た
。
産
業
町
選
行
と
共
に
融
持
生
前
も
活
設
&
た
り
、
解
殻
さ
れ
た
島
民
は
市
民
ξ
同
等
に
取
扱
は
れ
た
、
併
し
一
方
多
教
の
努

力
を
必
要
と
ナ
る
結
果
、
仲
人
を
奴
隷
と

L
て
古
賀
買
す
る
凪
を
生
じ
、
キ
オ
λ

島
は
奴
裁
の
一
中
心
市
場
と
な
っ
た
。
又
人
円
四
都
市
集
中
も
曹

L

〈
、
切
地
の
荒
腹
、
無
職
串
引
の
靖
大
も
世
目
さ
れ
る
。
ベ
リ
ク
レ
ス
H
F
虚
に
土
木
を
起
ー
た
の
も
、
貨
は
貧
民
救
済
の
矯
め
で
あ
っ
た
主
云
ほ
れ
て

ゐ
る
。
」

(
註
二
}
「
ロ

l

マ
は
カ
ル
ダ
ブ
を
滅
し
て
よ
り
、
全
〈
地
中
海
の
覇
権
を
掌
中
に
牧
品
、
地
中
海
世
岸
の
地
は
時
"
と
全
部
ロ

1

マ
の
輔
有
に
蹄
し
た
。

さ
う
し
て
曲
目
領
土
棚
大
に
惇
っ
て
大
地
主
が
輩
出
し
、
中
に
も
世
滑
由
貿
躍
を
撮
っ
て
居
た
元
老
院
議
員
階
級
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ワ
tr
。此

の
外
れ
は
ほ
新
興
階
融
た
5
騎
士
階
融
も
接
頭

L
て
車
た
。
彼
等
大
地
主
は
海
外
植
民
地
の
帝
大
に
符
っ
て
、
葡
萄
、
オ
リ
E

V
等
の
栽
培
に
投
費
し
、

そ
の
製
品
た
る
稲
荷
酒
、
オ
リ

1
ゲ
柚
苧
を
イ
ス
パ
一
一
ャ
、
方
リ
ヤ
轄
の
周
州
に
輪
出
し
、
或
は
又
土
地
の
賃
借
に
よ
っ
て
盆
々
官
を
帯
大
し
た
。

き
う
し
て
穀
物
の
生
産
は
、
資
本
な
き
小
農
民
や
僻
遠
地
白
耕
作
者
に
普
ね
ら
品
た
に
過
ぎ
な
い
。
か
〈
て
イ
タ
リ
ヤ
に
葡
荷
、
オ
リ

1
ヴ
の

栽
培
が
盛
と
な
る
に
従
ひ
.
農
民
の
耕
作
は
衰
《
ぎ
る
を
得
な
い
。
且
つ
東
方
征
討
の
柑
果
、
従
軍
し
た
農
民
兵
は
却
っ
て
土
地
を
央
ふ
も
の
が
多

〈
、
其
の
上
征
服
地
土
り
多
数
の
奴
隷
が
鞍
入
古
れ
、
資
本
家
は
悦
で
彼
撃
を
使
用

L
た
信
、
農
民
の
失
業
者
は
益
々
噌
加

L
た
。
か
く
て
彼
等
は

借
財
の
伐
に
土
地
を
失
ひ
、
或
は
上
地
を
貰
却

L
て
都
市
へ
移
住
す
る
を
儲
儀
な
〈
さ
れ
、
都
巾
の
人
口
靖
加
と
共
に
、
地
方
の
農
民
は
盆
々
惜
少

し
、
自
由
農
民
は
断
次
奴
殻
に
轄
帯
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
小
地
主
た
る
中
流
階
級
は
段
落
し
、
大
地
主
は
膨
脹
し
、
政
措
J
に
於
て
も
財

文皐博士大類。l'著 L西洋史新講マ六宜頁。
同七九八頁。

4) 
5) 



力
白
多
J

援
に
伎
で
左
右
さ
恥
る
一
品
現
政
情
に
傾
い
た
。
印
ち
ポ
エ
一
一
戦
役
以
後
念
激
に
品
展
し
た
資
本
主
義
の
結
果
、
官
者
益
々
肥
え
、
賞
者
佐
々

飢
ゆ
る
献
躍
を
現
出
し
た
。
」第

項

中
世
物
々
交
換
・
貨
幣
に
よ
る
交
換
・
殺
て
資
本
主
義
の
第
一
期
工
揚

手
工
業
時
代
印
ち
商
業
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
恐
慌
と
失
業

|
|
地
方
担
済
・
都
市
経
済
・
市
場
制
度
経
済
・
手
工
業
朝
合
経
済
・
封
建
純
情
に
お
け
る
恐
慌
の
特
殊
性
と
失
業
白

特
珠
性

i
l

此
時
代
に
あ
り
て
も
、
主
と
す
る
と
こ
ろ
は
向
自
給
自
足
で
あ
っ
て
、
補
充
的
に
交
換
が
行
は
れ
た
に
す
ぎ
た
い
。
卸
ち
地
方
的

自
給
自
足
右
目
的
と
す
る
か
ら
、
大
鱒
論
か
ら
す
れ
ば
、
案
内
経
憐
と
同
一
某
礎
に
立
っ
と
見
ら
れ
自
己
止
も
た
い
け
れ
主
も
、
消

費
以
上
の
も
の
を
生
産
し
交
換
す
る
と
己
ろ
D
市
揚
制
度
に
よ
り
て
、
時
と
所
と
を
定
め
て
、
都
市
の
住
民
左
附
近
農
民
と
四
間
に
、

主
業
用
品
と
農
産
飴
剰
品
と
の
交
換
が
行
は
れ
た
。
し
か
る
に
、
僅
か
に
消
費
者
を
相
手
と
す
る
直
接
交
換
の
域
を
脱
す
る
と
と
が

ザ

出
来
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
の
ご
と
昔
商
業
の
形
態
は
と
っ
て
ゐ
な
い
ロ
認
に
於
て
は
生
産
物
は
、
大
鰐
上
、
家
内
経
済
と
同
様
、

消
費
財
で
あ
る
が
、
尚
一
部
分
は
交
換
財
と
な
り
て
、
生
産
経
桝
よ
り
消
費
経
済
に
移
り
、
生
産
と
消
費
目
ど
は
若
干
分
離
す
る
に
至

(
勲
一
)

っ
た
。
只
分
離
さ
れ
た
雨
者
が
直
接
に
結
付
く
と
こ
ろ
に
、
此
の
時
代
の
特
色
が
あ
る
。

如
斯
、
個
人
の
経
消
生
活
が
他
白
経
消
間
単
位
と
若
干
父
渉
し
、
生
産
と
消
費
と
が
若
干
分
離
す
る
に
至
る
や
、
自
給
自
足
経
済
時

代
よ
り
も
、
需
給
闘
係
が
複
雑
と
な
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
之
と
同
時
に
此
時
代
は
ま
た
王
に
中
世
封
建
枇
合
(
八
世
相
か
ら
中

世
末
ま
で
に
金
融
洲
を
支
配
し
た
封
建
制
度
は
中
世
生
活
を
代
表
す
る
標
語
で
る
る
)
に
相
官
ず
る
の
で
、
経
済
外
的
原
因
就
中
内
飢
戦
争
等
の

恐
慌
の
歴
史
性
と
失
業
の
臆
史
性

第
五
十
一
巻

九
O
五

第
六
焼

ヂ守



恐
慌
の
歴
史
性
と
失
業
の
毘
且
性

第
宜
十
一
番

占，、

九
O
六

第
六
披

政
治
的
原
因
又
は
枇
合
的
原
因
に
よ
り
て
惹
起
さ
れ
た
粧
済
生
前
の
混
飢
を
、
恐
慌
原
因
の
克
友
る
も
の
と
考
へ
友
〈
で
は
な
ら
な

い
。
従
っ
て
蕊
で
は
、
生
産
不
足
に
よ
っ
て
起
る
揚
合
が
多
か
っ
た
。
此
の
賠
だ
け
か
ら
言
へ
ば
上
古
と
同
じ
い
し
、
そ
の
瑞
民
生
も

同
様
偶
渡
的
で
あ
っ
た
。

k 
し尤
ても
千子 且t
在 D
L 時
~ィt
官、 t;J:
てコ 、
t< 手
(工
却
論業
者i者
グ十 泊三

は且す
号貨
凶の
て?
ヨ忠 生
E 産
うと
。共
と民

主即E
SL 責
討を
車も
間合
品せ

5行
I イコν、
で?と
はた
きめ
ぅ、

;: d萄
す立
、の
都企
市業
に"=
昼上
皇占
本商
す当主
主は
盟未
生
':'" -}き
k 原
1~[ 則

で
あ
ワ
た
)
。
そ
し
で
ま
た
器
具
は
既
に
生
産
資
本
の
性
質
を
も
っ
て
ゐ
た
が
、
生
産
原
料
は
未
だ
資
本
と
し
て
の
性
質
主
右
つ
に
至

ち
奇
か
っ
た
の
で
、
商
業
資
本
だ
け
が
純
粋
白
管
利
資
本
で
あ
っ
た
た
め
、
販
貰
閉
塞
に
件
ふ
生
産
恐
慌
と
云
っ
た
費
本
主
義
的
恐

慌
は
た
く
て
、
あ
る
も
白
は
只
商
業
恐
慌
に
止
ま
り
、
而
も
地
域
的
に
も
産
業
的
に
も
局
部
的
で
あ
っ

hρ

中
世
紀
に
於
て
は
勿
論
又
近
世
に
於
て
も
十
人
世
紀
白
末
ま
で
は
、
現
在
見
る
が
ご
と
雪
間
有
の
失
業
問
題
は
ま
だ
超
ら
在
か
っ

た

(
註
二
)

申
世
D
所
謂
暗
黒
時
代
に
於
て
は
、
経
済
は
到
る
出
胞
に
ま
だ
農
業
的
性
格
を
と
っ
て
ゐ
た
。
欣
態
は
単
純
で
あ
り
、
小
さ
〈
一
目

瞭
然
で
あ
っ
売
。
身
分
は
殆

E
世
襲
的
で
あ
り
、
各
人
は
自
分
の
活
動
舞
憂
に
這
入
っ
て
ゆ
か
う
と
欲
し
た
。
共
上
に
、
全
経
済
政

策
は
古
代
に
な
け
る
ご
と
〈
中
産
階
級
白
理
想
(
申
世
世
曹
の
代
表
的
階
級
は
武
士
で
あ
つ
と
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
各
人
は
鴎
儀
正
し

い
、
キ
リ
ス
ト
数
的
方
法
(
申
世
前
半
円
宗
敬
主
配
を
想
へ
)
に
於
て
生
活
主
導
き

H
つ
糊
U
の
資
を
楳
が
し
た
U

即
ち
十
世
紀
の
米
主

で
は
枇
曾
扶
態
は
封
建
制
度
に
よ
っ
て
鼠
格
友
る
、
倖
統
的
序
列
に
組
織
さ
れ
た
n

そ
し
て
下
か
ら
土
、
上
か
ら
下
へ
と
保
護
さ
れ

(
註
三
)

売。

拙著、資本主義主景気循環、二六、二七頁。6) 



叉
十
一
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
の
後
咋
に
至
る
ま
で
は
、
失
業
は
京
大
た
る
意
味
の
弊
害
は
友
か
っ
4
1
0

政
治
及
経
済
の
指
導
園
家

は
濁
乙
で
あ
っ
た
。
十
五
世
紀
(
一
四
一

O
)
に
入
る
ま
で
勝
進
む
東
方
へ
の
移
民
が
行
は
れ
た
。
東
方
で
は
二
三
の
貧
乏
人
を
指
令

し
う
る
人
は
上
地
と
弊
働
と
を
接
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
農
業
が
行
は
れ
る
と
と
ろ
で
は
、
百
姓
の
扶
態
は
十
五
世
紀
ま
で
品
川

E

(
詑
凹
)

到
る
慶
喜
ば
し
か
っ
た
。
貴
族
の
地
主
へ
の
従
属
は
此
時
期
か
ら
初
め
て
有
害
な
局
面
を
表
し
出
し
も
1

0

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
を

は
じ
め
と
し
て
、
調
乙
も
亦
そ
の
例
か
ら
洩
れ
左
か
つ
売
。
イ
ギ

H
ス
に
於
て
は
十
五
世
記
白
半
頃
忙
始
ま
り
、
耕
作
が
飼
羊
に
鑓

っ
た
。
羊
毛
債
格
。
昂
騰
は
大
面
積
に
亙
る
牧
揚
経
替
を
有
利
に
し
、

ら
れ
た
と
純
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
有
り
除
っ
た
人
々
は
、
主
人
の
と
と
る
へ
泣
難
す
る
か
都
合
へ
問
先
。
ず
イ
引
に
於
て
は
十
六

世
記
の
は
じ
め
以
来
百
姓
の
困
窮
は
共
D
頂

ι達
し
、
自
姓
一
撲
や
農
民
戦
争
に
於
て
農
民
の
凧
を
流
し
た
。
千
年
か
ら
千
五
百
年

マ
イ
ス
タ
4

迄
の
時
が
澗
乙
都
市
の
長
品
川
時
で
あ
っ
亡
、
同
時
に
峨
入
組
合
的
手
工
業
の
盛
時
で
も
あ
っ
た
。
狛
手
工
業
は
貨
は
貧
窮
せ
る
主
人

ν
エ
リ
シ
グ
グ
d
t
n

ヅ
U
4
7

ト

グ

シ

エ

シ

P

及
遺
族
企
、
徒
弟
及
職
工
と
で
組
合
を
結
成
し
た
。
遁
庭
せ
る
、
往
々
失
業
ぜ
る
職
工
は
謝
闘
を
以
て
身
分
相
膝
友
暮
ら
し
を
し

ヘ
ン
リ
イ
八
世
の
時
ま
で
に
は
五
寓
の
農
民
が
犠
牲
に
供
せ

た
康
範
閣
の
失
業
は
、
比
較
的
近
時
印
ち
十
点
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
既
に
近
代
資
本
中
義
へ
移
っ
て
か
ら
、
凡
で
の
文
化

国
家
が
賀
し
た
も
白
で
あ
る
Q

田
舎
で
は
、
領
主
と
農
民
と
白
従
属
関
係
は
、
砂
〈
と
も
F
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
忙
於
て
は
、
益
h
q

加

重
さ
れ
た
。
一
一
一
十
年
戦
争
来
、
ド
イ
ツ
農
民
階
級
は
全
く
地
上
に
横
は
っ
た
。
自
由
意
思
的
に
肱
立
っ
た
農
民
や
放
逐
さ
れ
た
農
民

は
都
市
に
集
っ
て
、
そ
と
で
浮
浪
民
と
な
り
、
脱
線
せ
る
皐
生
と
友
り
、
職
な
昔
職
工
と
な
っ
て
、
新
な
る
都
市
的
無
産
階
級
と
な

っ
た
。
組
合
も
亦
此
の
衰
制
湖
畔
に
於
て
之
を
保
障
す
る
だ
け
の
力
は
な
か
っ
た
。
か
L
る
不
幸
た
る
護
展
に
劃
す
る
悶
家
公
楼
由
政

恐
慌
の
歴
史
性
と
失
業
の
歴
史
性

第
五
十
一
巻

九
C
七

第
〆、

競

プて



恐
慌
白
臆
且
性
と
失
業
の
臆
良
性

第
五
十
一
容

九
O
入

静
六
競

ノ、

四

策
も
頑
一
初
は
最
も
き
つ
い
脅
迫
と
懲
罰
と
に
限
ら
れ
た
。
害
悪
の
源
泉
主
塞
ぎ
、
貧
乏
人
を
鞭
っ
た
b
放
逐
し
た
り
す
る
の
み
な
ら

十
、
救
助
し
て
訓
練
し
て
捧
倒
せ
し
め
る
ま
で
に
は
、
、
就
い
歳
月
を
閲
し
た
。
十
六
世
紀
の
二
十
年
代
以
来
、
都
市
の
救
貧
序
列
、

D
 
H
 

(
E
2
5
aロ
ロ
ヨ
問
。
ロ
)
が
定
ま
り
、
大
般
に
於
て
吠
白
三
重
と
た
る
、
帥
ち
一
は
乞
食
す
る
己
と
は
罰
せ
ら
れ
る
。
ニ
、
小
児
L
L
少
青
年
市σb n 

と
は
先
づ
皐
校
に
入
ら
ね
ば
な
ら
由
、
そ
し
て
皐
悶
を
墜
ぴ
有
用
友
人
間
に
仕

t
ら
れ
る
。
三
、
持
働
能
力
あ
る
貧
乏
人
は
原
料
と
問'n 

道
具
と
が
呉
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
山
由
貿
た
る
持
働
に
よ
っ
て
衣
食
す
る
と
み
一
が
問
来
る
。
し
か
し
都
市
の
近
〈
で
は
、
悶
悶v
 
n
 

家
が
そ
D
義
務
を
有
ち
、
貧
民
は
自
ら
元
気
に
働
ら
い
た
。
恰
も
軍
商
主
義
が
個
人
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
創
意
ム
」
責
任
と
を
沿
上
の
明

手
に
委
任
し
た
ご
と
く
、
貧
乏
の
豆
荷
も
ま
た
、
岡
家
や
経
済
政
策
の
失
敗
と
い
ふ
の
で
、
岡
家
が
引
受
け
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
一
回A
 

ザ
ベ
ス
女
王
O
時
が
ち
救
貧
法
は
各
闘
に
発
布
さ
れ
、
も
と
も
と
都
市
の
秩
序
の
思
想
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
繰
返
へ
さ
れ
且
つ
度
同

範
囲

K
E
っ

た

ロ

社

e
 

'
k
 g
 

〔
註
一
)
第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
昼
、
時
代
の
匝
分
別
け
は
、
揺
曳
瞳
的
に
見
て
樟

p
に
雑
然
と
し
て
ゐ
る
か
も
し
れ
向
。
し
か
し
今
は
、
単
に
恐

mK
2
 

慌
の
臆
史
性
、
先
業
の
臆
史
性
を
検
索
し
、
廃
史
的
特
徴
を
う
か
が
ひ
う
札
ば
足
る
。
こ
払
は
拙
著
「
資
本
主
義
と
景
革
循
環
」
白
琵
肢
と
品
て
も
よ
山
向

い
。
仰
と
れ
に
つ
い
て
は
、
本
庄
博
士
白
鯉
稗
史
の
韓
議
、
並
に
「
岡
家
瞳
辞
典
」
中
目
ク
ム
プ
マ
シ
白
「
失
業
及
失
業
保
険
」
な
る
論
文
に
負
ふ
と
こ

M
J

ろ
大
で
あ
る
o
伺
西
洋
史
一
般
の
僻
究
は
、
主
と
し
て
大
調
博
士
白
「
西
洋
史
新
講
」
苧

7
Fル
白
「
歴
史
哲
瞳
」
に
擦
り
、
特
に
恐
慌
に
つ
い
て
は
い
叫
n
B
 

W
Y

方
シ
白
「
英
岡
恐
慌
史
論
」
な

E
E考
慮
に
世
い
た
。
涯
〈
は
部
口
博
士
「
恐
慌
理
論
の
研
究
」
も
畢
ぷ
・
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
叩
パ

{
註
一
一
)
「
巾
世
田
経
済
生
活
は
農
業
が
根
本
を
な

L
、
大
慣
に
於
で
自
器
禁
行
記
た
、
十
世
粗
頃
ま
で
は
特
に
農
業
主
義
で
、
大
地
主
白
担
替
問

白
下
に
小
規
模
な
ヱ
業
が
静
ま
れ
、
商
業
も
地
方
的
性
質
白
も
由
討
手
¥
市
場
白
如
き
も
宗
教
的
祭
式
や
寺
院
参
拝
等
に
枠
っ
た
幼
稚
な
も
の
で

b
Jい

あ
っ
た
。
又
交
通
も
封
建
的
地
方
割
披
む
た
品
護
遣
し
な
恥
っ
た
。
た
ピ
海
上
に
は
+
ラ
セ
シ
商
人
が
活
動
し
て
、
東
方
白
物
質
を
甜
ら
し
た
の
み

L
S

で
あ
る
。
併

L
封
建
制
度
目
高
潮
時
に
於
て
は
、
世
曾
枇
理
由
安
定
h
共
に
宜
遁
も
漸
主
護
連

L
、
白
代
田
大
吏
話
路
も
復
活
さ
れ
、
そ
れ
に
泊
ふ

て
都
市
が
撞
頭
し
て
車
た
。
唱
一
・
以
上
白
如
き
絹
演
の
新
設
展
が
起
っ
た
と
は
云
へ
、
結
局
は
中
世
に
於
て
は
近
代
の
如
き
自
由
な
愛
肢
は
認
品
、
b

7) 



大
さ中

れ世
て末
交期
通は
経政
済治
時的
ftf亡
には
人君
り主
、主

版、義
賀、を
と
い経
ム i舟
E 的
とに
，"' ，士
重委
要本
社宝
意義
義を
を生
もみ
つ出
忙し
至た
ね。

、財

商貸
業の
は取
工引
業が
よ園
り内
分的
離忙

しも
て閣
猫外
:tr.. a''l 
のに
企も
業損

大類博士、西洋史新譲、二五三、二五回頁。
Hegel， Vorlesungen uber die Philosophi~ der Geschichte， Reclam， S. 468 
大類博士、西洋史新講、二五九貫。

れ
な
い
。
封
建
制
捜
D

風
は
組
済
県
に
も
行
は
れ
て
、
各
都
市
は
自
己
の
紐
持
直
域
を
守
っ
て
他
と
自
由
に
交
晶
を
試
が
ず
、
自
己
白
経
済
的
特
槽

を
維
持
す
る
に
努
め
た
。
蓋
し
十
七
世
相
白
マ
ー
カ
ン
テ
イ
リ
ズ
ム
を
揖
品
て
小
規
模
に
し
た
硯
が
る
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
中
世
白
商
工
業
は

(
潤
占
」
を
以
て
特
色
ー
と
す
る
、
商
業
上
の
版
路
も
互
に
そ
れ
を
硝
占
す
る
と
と
に
一
芳
品
、
他
自
都
市
又
他
国
白
商
人
が
そ
こ
に
入
り
捕
る
こ
と
を
拒

ん
F
、
き
う
し
て
各
商
業
は
商
業
組
合
の
股
重
た
統
制
の
下
に
世
か
れ
た
の
で
あ
あ
。
叉
工
業
に
ホ
て
も
向
業
と
同
ビ
〈
工
業
組
合
白
支
配
が
行
は

れ
で
、
同
業
者
は
各
製
造
拙
に
於
げ
る
同
業
者
の
組
合
に
凶
し
、
生
産
白
稀
知
、
手
段
、
分
量
な

r総
べ
て
組
合
白
規
定
を
守
り
、
各
自
白
任
説
行

動
は
許
さ
れ
な
い
。
」

(
註
=
一
)
「
封
建
問
。
E
Z
E
は
且
誠

E
E
Lと
同
組
で
晶
る
。
併

L
忠
誠
と
い
ふ
の
は
、

ζ

の
場
合
、
不

E
に
よ
る
拘
束
性
で
あ
っ
て
、
そ
の
闘
停
た

る
宇
、
何
か
正
常
な
こ
と
を
目
的
に
し
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
其
の
内
容
に
同
様
に
非
常
な
不
正
を
有
す
る
。
何
ー
と
一
な
れ
ば
、
臣
下
白
忠
誠
は
普
酒
者

印
ち
岡
家
に
謝
す
る
義
務
で
は
な
〈
、
倒
然
性
・
恋
意
・
暴
力
に
厨
着
す
る
と
こ
ろ
の
私
的
義
務
だ
か
ら
で
あ
ら
J

(
註
凹
〕
「
珠
に
イ
ギ
リ
ス
の
農
民
な

rは
仙
に
比
し
て
良
好
白
状
惑
に
あ
現
、
叉
フ
ラ
ン
ス
白
農
民
も
中
世
末
期
に
は
小
竹
人
と
な
あ
者
が
多
〈
、
生

活
批
惑
も
漸
境
改
善
さ
れ
て
来
た
。
た
ピ
助
の
加
〈
農
民
生
活
が
精
良
好
に
な
る
と
、
起
っ
て
来
る
問
題
は
吐
合
的
の
不
平
等
に
劃
す
る
不
平
で
あ

る
。
中
世
末
期
十
四
世
和
頃
に
は
曲
目
不
平
の
躍
が
農
民
自
聞
に
底
聞
か
れ
、
そ
れ
が
政
治
的
不
安
や
経
済
的
不
幸
と
結
び
つ
い
て
爆
琵
し
た
。
か

〈
て
中
世
末
期
に
は
英
伸
珊
等
の
諮
問
に
農
民
一
捺
白
費
生
を
見
る
こ
ー
と
が
出
来
る
。
さ
う
し
て
其
等
白
一
授
は
車
に
純
済
的
意
義
を
も
っ
枇
曾
運

動
的
一
品
で
は
な
〈
、
そ
こ
に
は
宗
教
的
信
念
が
描
く
働
い
て
ゐ
た
。
吐
曾
の
不
平
等
宇
諸
弊
害
の
廓
情
、
い
づ
れ
も
宗
教
的
意
味
を
も
た
な
い
辿
勤

は
な
か
う
た
。
是
中
世
末
期
の
枇
曾
運
動
白
特
色
で
あ
る
。
」

第

節

近
世
間
接
交
換
時
代
、
貰
買
又
は
工
業
資
本
・
金
融
資
本
主
義

時
代
に
お
け
る
恐
慌
と
失
業

l
l岡
民
経
済
・
世
界
掘
済
時
代
に
布
け
る
恐
慌
白
特
珠
性
と
央
業
白
特
雄
性
|
|

恐
慌
の
膳
史
性
と
失
業
白
躍
史
性

局
開
王
十
一
巻

第
六
部

六
五

九
O
九

)
)
)
 

8
9
0
 

Z
 



恐
慌
白
悟
史
牲
と
失
業
の
歴
史
性

停
王
十
一
巻

体
六
披

九

O 

六
宍

と
な
る
に
至
る
や
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
聞
の
需
給
の
調
合
は
商
人
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
、
生
産
者
と
消
費
者
と
が
本
質
的
に
は

会
く
別
人
と
な
る
に
至
っ
て
、
間
接
交
換
時
代
に
入
る
。
加
之
、
商
人
は
車
忙
需
給
白
調
節
に
終
始
せ
や
し
て
、
替
利
の
銭
に
商
業

を
瞥
む
や
、
生
産
も
掠
山
常
利
の
た
め
り
生
産
と
友
り
て
、
費
本
+
士
義
経
済
叢
生
し
て
、
財
貨
循
環
の
現
象
を
呈
す
る
。

か
〈
亡
、
今
や
、
購
買
力
を
遁
う
て

一
人
は
全
植
を
目
首
て
に
、
全
鰐
は
一
人
を
目
営
て
に
、
の
強
想
生
産
売
る
市
揚
生
産
又

は
商
品
生
産
主
行
ふ
を
以
て
、
生
産
と
消
費
と
の
聞
に
均
衡
を
見
ぎ
る
と
と
を
以
で
特
色
と
す
る
。

h

リ
、
所
謂
世
界
経
桝
時
代
を
現
出
す
る
や
、
生
産
は
単
に
物
債
の
饗
動
を
以
て
共
生
産
の
槙
準
ム
」
在
す
た
め
に
、
需
要
と
供
給
と
の

文
流
通
地
域
が
世
界
的
と
な

一
致
が
し
ば
し
ぽ
不
精
確
と
た
る
傾
き
あ
る
と
と
は
如
何
と
も
し
が
発
い
。
且
又
生
産
方
法
が
進
歩
し
、
生
産
力
が
抜
大
し
た
結
果

大
量
生
産
時
代
を
現
山
内
し
、
仁
川
祉
を
同
定
的
設
備
の
損
大
を
促
し
、
た
め
に
所
諮
過
剰
生
産
時
代
を
結
果
し
、
低
物
僚
時
代
を
招
来
す

る
悶
と
な
る
。
剰
へ
経
桝
田
仲
が
信
問
粧
済
時
代
と
云
は
る
4
h

ご
と
〈
、

の
破
綻
ま
た
全
局
部
の
崩
壊
と
な
ス
判
。

一
片
の
信
用
白
上
に
取
引
が
決
行
さ
る
t
A

た
め
に
、

一
局
部

「
個
々
の
集
園
が
殆

E
倒
立
し
て
ゐ
売
自
然
自
足
経
済
白
時
代
に
は
、
産
業
生
活
の
一
部
門
に
於
け
る
恐
慌
の
突
裂
は
、
他
の
凡
て

に
影
響
す
る
こ
と
は
あ
り
ろ
べ
か
ら
ざ
る
と
と
で
あ
っ
た
。
或
一
閣
の
完
全
な
る
滅
亡
で
す
ら
殆

E
他
に
影
響
し
た
か
っ
た
。
都
市

手
工
業
位
台
に
於

τ
は
、
各
個
企
業
間
白
紐
帯
は
、
比
較
的
褒
展
し
た
け
れ
ど
も
、
個
々
の
揚
合
に
於
て
は
、
北
統
的
少
数
の
企
業

に
多
少
の
閥
係
が
あ
る
の
み
で
あ
う
て
、
経
済
生
活
の
説
明
叫
は
、
さ
う
成
〈
は
績
が
ら
な
か
っ
た
。
か
L

る
リ
批
合
構
成
が
、
低
級
D

有
機
憾
に
比
較
さ
れ
う
る
在
ら
ば
.
高
度
K
褒
注
し
た
分
業
左
右
す
る
資
本
家
的
批
舎
は
、
己
白
耕
民
於
で
、
高
度
に
護
達
し
た
有

機
幽
胆
と
比
較
し
う
る
。
も
し
人
蹴
の
一
部
が
傷
害
さ
れ
た
ら
、
全
身
が
恐
慌
を
蒙
り
、
傷
害
部
よ
り
最
も
離
れ
た
器
官
で
さ
へ
打
盤

相i著、費本主義と景気循環、二七、ご八買。日)



を
受
け
る
。
広
之
、
生
新
機
能
が
身
閣
の
各
部
に
大
に
分
化
し
て
ゐ
在
い
水
嶋
に
と
旬
て
は
、
そ
の
身
惜
の
或
部
分
に
針
す
る
非
常

に
重
大
な
る
傷
害
で
さ
へ
、
他
の
部
分
に
と
り
で
は
、
ほ
ん
の
僅
か
し
か
影
響
を
技
庁
さ
狂
い
。
L

か
〈
の
ご
と
〈
、
生
産
と
消
費
と
の
投
合
は
、
原
則
と
し
て
施
帥
主
で
あ
る
。
而
も
、
古
代
及
中
世
D
恐
慌
が
主
と
し
て
経
消
外
的

原
因
に
よ
り
て
護
生
し
た
の
に
反
し
て
、
資
本
主
義
の
恐
慌
は
、
多
〈
生
産
過
剰
・
物
慣
暴
落
・
投
機
の
失
敗
・
信
用
の
破
壊
等
経

倒
的
政
問
托
よ
っ
て
褒
生
す
る
と
己
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
勿
論
恐
慌
は
今
日
と
て
も
、
経
済
外
的
原
閃
に
土
う
て
生
や
る
揚
合
も
亦

極
め
て
多
〈
は
あ
る
が
、
大
腿
論
か
ら
す
れ
ば
、
経
済
外
的
原
因
に
よ
る
恐
慌
は
昔
に
多
〈
今
に
少
ぐ
、
今
日
の
恐
慌
は
主
と
し
て

組
織
白
膿
よ
り
生
十
る
内
生
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
純
然
た
る
外
生
的
。
も
O
に
終
始
す
る
も
の
は
稀
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
り

み
た
ら
十
、
近
世
資
本
主
義
時
代
の
恐
慌
は
、
周
期
的
に
而
か
も
規
則
的
に
後
生
し
た
事
資
あ
り
、
景
気
循
環
(
即
ち
車
な
る
交
替
に

あ
ら
ず
)
の
而
か
も
共
一
相
(
段
階
)
と
し
て
姿
を
あ
ら
は
し
た
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
此
事
責
は
、
論
理
的
に
も
或
程
度

迄
設
明
し
ろ
ふ
。

一
八
七

O
年
以
前
の
古
昔
恐
慌
は
、
偶
然
的
で
あ
り
、
雑
多
在
性
質
を
帯
ぴ
て
ゐ
た
に
反
し
、

総
巴
で
言
へ
ぽ
、

後
の
新
た
恐
慌
は
、
典
型
的
友
特
色
を
以
て
あ
ち
は
れ
共
通
の
位
質
を
帯
び
る
ロ
経
済
生
前
の
急
激
た
撹
鋭
と
い
ふ
一
般
的
在
意
味

一
八
七

O
年
以

に
長
け
る
恐
慌
即
ち
庚
義
の
恐
慌
は
、
歴
史
上
首
然
ま
と
と
に
雑
多
た
も
の
が
あ
る
2

殊
に
、
同
大
き
い
経
済
的
援
革
若
〈
は
新
た

制
度
及
事
情
と
闘
聯
し
て
起
る
、
例
へ
ぽ

ω貨
幣
経
済
の
護
建
は
、
鍔
貨
制
度
や
紙
幣
務
行
の
操
縦
D
訣
り
に
も
と
づ
く
無
数
白
恐

慌
を
惹
起
し
た
。
更
に
恐
慌
は

m信
用
、
就
中
恐
ら
く
は
副
家
公
債
或
は
手
形
白
ど
、
と
か
己
特
殊
D
信
用
要
具
の
蹴
用
に
よ
り
て
生
じ

売。

ω取
引
所
平
常
時
起
り
つ
t
A

あ
っ
た
株
式
制
度
は
、
最
-
初
投
機
に
ひ
さ
〈
濫
用
せ
ら
れ
、
繰
返
へ
し
繰
返
へ
し
烈
し
い
恐
慌
を

恐
慌
の
歴
史
性
と
失
業
の
歴
史
性

第
恒
十
一
審

第
六
競

六
七

ブU

Bngdanov， Short Course of Economics，経済科畢概論、匹l三七頁。
拙著、安本主義と景気循環、二八買ロ
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恐
慌
白
隠
史
性
と
失
業
白
歴
史
性

館
盟
十
一
昔

九

第
六
競

六

八‘

も
た
ら
し
た
。

ω河
欧
絹
巴
の
商
業
領
域
が
全
世
界
に
抜
大
し
た
乙
と
は
、
寅
業
回
酔
が
そ
の
活
動
の
新
な
諸
僚
杵
を
正
し
く
把
援
し

て
之
等
に
順
臆
す
る
前
に
多
〈
の
恐
慌
を
惹
起
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
同
w
欧
難
巴
か
ら
植
民
地
へ
白
輪
出
は
、
他
D
大
陸
の
欲
望

!
と
購
買
能
力
に
闘
し
て
全
く
矯
ぐ
べ
き
ほ

E
の
認
識
不
足
な
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
此
有
様
は
、
逓
信
制
度
由
選
綬
と
結
び
う
い

て
、
十
八
世
紀
並
に
十
九
世
紀
前
半
に
於
け
る
多
数
の
大
友
る
商
業
恐
慌
に
封
し
て
責
任
が
あ
る
。
附
植
民
地
か
ら
欧
羅
巴
へ
向
ふ

商
品
に
針
す
る
輸
入
保
件
白
費
革
も
亦
恐
慌
を
惹
起
し
た
。
就
中
十
九
世
紀
末
の
欧
羅
巴
農
業
恐
慌
は
そ
の
一
最
も
重
要
著
名
在
る
も

の
で
あ
る
。
∞
生
産
技
術
白
近
代
的
大
鑓
革
は
、
重
大
友
恐
慌
た
し
に
は
賓
現
さ
れ
得
ιな
か
っ
た
と
い
ふ
と
と
は
自
明
白
理
で
あ

る
。
特
に
手
仕
事
か
ら
機
織
仕
事
へ
移
り
行
く
多
く
の
諸
そ
の
職
業
に
於
て
悲
惨
で
あ
っ
た
。
間
以
上
の
諸
事
情
と
並
ん
で
、
多
数

の
よ
り
小
さ
昔
・
よ
り
偶
然
的
友
る
撹
凱
が
、
恐
慌
原
因
と
し
て
問
題
と
な
る
。
之
等
は
主
と
し
て
偶
然
的
に
商
品
が
快
乏
す
る
と

か
過
剰
で
あ
る
と
か
に
基
〈
。
例
へ
ば
、

ωひ
ど
い
凶
作
又
は
豊
作
、

mw
工
業
を
休
止
せ
し
む
る
や
う
左
原
料
品
の
快
乏
、

ω在
荷

商
品
を
資
捌
く
こ
と
の
同
来
な
い
や
う
に
す
る
や
う
左
流
行
の
鑓
題
、
川
同
等
々
、
に
於
て
明
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
向
経
済
恐
慌
の
一

般
的
原
因
と
し
て
最
後
に
戟
争
を
事
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
議
K
掲
げ
た
康
義
に
於
け
る
恐
慌
の
ど
ん
一
〈
極
端
忙
援
化
す
る
種
々
様
々
の

現
象
に
つ
い
て
一
般
的
た
・
統
一
的
な
理
論
を
打
立
て
る
と
と
は
無
論
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
景
気
理
論
が
研
究
せ
ん
と
す
る
と

己
ろ
の
も
の
は
、
経
済
生
滑
に
於
て
一
般
に
可
能
な
諸
撹
銑
の
締
闘
で
は
友
く
し
て
、
特
に
大
館
上
一
八
七

O
年
工
業
資
本
主
義
の

始
期
以
来
(
資
本
主
義
の
始
期
を
何
年
に
ま
品
る
酔
は
直
々
で
あ
る
。
ヵ
ツ
セ
ル
は
一
八
七
O
年
以
後
と
な
L
、
シ
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
英
図
は
一
八
二
O

年
以
後
、
調
乙
は
一
一
八
四
O
年
以
後
と
し
、
ポ
ク
F
ノ
ァ
ほ
十
九
世
組
む
第
一
期
に
婚
主
る
と
し
て
ゐ
る
。
産
業
革
命
が
英
図
で
は
一
七
六
O
年
頃
よ
り

行
ほ
札
、
フ
ラ
ン
ス
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
職
手
後
四
と
と
で
あ
り
、

Y
イ
ツ
は
一
八
四
五
年
頃
に
始
ま
っ
て
一
凡
七
O
年
に
完
成
し
て
ゐ
る
)

典
型
的
た
特



色
を
以
て
明
石
み
へ
出
で
来
た
と
こ
ろ
の
・
経
済
生
活
の
一
般
的
左
上
昇
並
に
下
降
運
動
一
で
あ
ふ
。
蓋
し
一
八
七

O
年
以
来
は
じ

一
酬
阻
止
し
て
考
察
の
劃
象
と
す
る
こ
と
が
一
般
に
可
能
在
ほ

E
統
一
あ
る
性
質
を
も
っ
た
世
界
経
済
が
設
生
し
、
此
年
来
は

じ
め
て
、
古
骨
経
済
形
式
が
一
般
的
に

E
決
定
的
に
克
服
さ
れ
て
、
近
代
的
交
換
経
済
及
分
業
的
生
産
が
之
に
代
り
、
近
代
的
生
産

め
て

技
術
及
運
輸
技
術
も
亦
遁
り
上
げ
ら
れ
、
建
比
一
定
の
古
昔
恐
慌
形
態
及
恐
慌
原
因
が
大
剛
胆
に
於
て
克
服
さ
れ
て
、
近
代
的
友
裂
の

恐
慌
と
上
昇
期
下
降
期
止
が
一
定
白
特
色
を
以
て
現
は
れ
る
干
う
に
在
っ
た
か
ら
で
る
る
。

繰
返
へ
し
て
一
一
昌
へ
ば
、
此
時
以
来
、
古
昔
恐
慌
原
因
D
多
〈
が
大
関
に
於
て
作
用
し
司
な
く
な
っ
た
。
闘
争
h
J

古
昔
恐
慌
を
大
部
分
支

配
し
た
と
ご
ろ
の
偶
然
的
な
事
情
は
た
え
や
後
方
に
押
し
や
ら
れ
、
恐
慌
は
言
は

r
共
通
の
性
質
を
も
つ
に
至
り
、
統
一
的
に
現
は

れ
る
の
を
常
と
す
る
経
済
生
活
白
波
を
決
定
す
る
と
己
る
の
同
一
一
原
図
上
り
生
中
る
に
至
っ
た
。
十
九
世
紀
の
経
済
史
を
注
意
深
く

観
察
す
る
た
ら
ぽ
、
恐
慌
現
象
の
性
質
が
漸
次
鑓
化
し
で
ゐ
る
と
と
を
見
逃
せ
泣
い
で
あ
ら
う
。
七
十
年
代
に
始
め
て
此
縫
化
は
完

成
さ
れ
て
、
新
な
統
一
的
左
型
の
恐
慌
及
景
気
持
盟
動
が
明
か
に
出
現
し
た
。

然
ら
ぽ
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
失
業
の
特
殊
性
如
何
。
恐
慌
が
古
き
恐
慌
よ
り
新
し
き
恐
慌
へ
移
り
ゆ
け
る
ご
と
〈
、
失
業
も

(
註
)

亦
「
古
音
失
業
L

よ
り
「
新
し
雪
失
業
」
へ
移
り
行
っ
た
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。
偶
然
的
友
部
分
的
友
暫
定
的
な
失
業
が
、
規
則
的
友

必
然
的
左
一
般
的
た
恒
久
的
在
失
業
と
鑓
化
し
て
行
っ
た
、
と
一
臆
言
ム
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
以
下
更
に
立
入
っ
て
奥
費
に

従
っ
て
這
間
の
事
情
を
ろ
か
ピ
ふ
と
と
に
す
る
。

振
返
へ
っ
て
考
ふ
れ
げ
、
十
八
世
紀
の
終
及
十
九
世
紀
白
始
め
ま
で
に
、
経
済
的
領
域
は
思
想
的
に
も
賓
際
的
に
も
凡
ゆ
る
方
岡

が
而
も
十
分
に
改
指
さ
れ
て
ゐ
る
。
重
商
主
義
思
想
は
経
済
的
自
由
の
思
想
に
よ
っ
て
打
疎
か
れ
、
悶
I

家
的
指
導
は
無
限
の
自
治
と

恐
慌
白
歴
史
性
主
失
業
白
歴
且
性

第
五
+
一
巻

九

努
プミ
競

六
ブb
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恐
慌
O
腫
史
性
ル
失
業
の
暦
奥
性

第
五
十
一
番

九

四

第
六
披

七
Q 

い
ふ
命
題
に
よ
っ
て
注
さ
れ
た
。
人
は
E
営
に
自
由
競
争
に
よ
っ
で
凡
て
の
経
済
力
吃
刺
戟
す
る
か
ら
、
凡
て
の
枇
合
問
題
白
理
想

的
解
決
を
白
色
す
る
や
う
熱
望
し
売
。
経
済
的
進
歩
剖
ち
踊
祉
増
進
は
労
働
力
を
以
前
よ
り
も
活
動
的
な
ら
し
め
た
。
廿
唱
に
於
て
持

働
者
は
、
今
や
特
権
・
後
見
・
抜
擢
に
止
っ
て
で
な
し
に
、
叉
農
民
的
従
属
関
係
や
職
人
組
合
的
強
制
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
で
も

た
く
、
枇
合
的
指
導
者
に
昇
り
且
自
ら
運
命
を
定
め
る
機
舎
を
有
つ
こ
と
と
怠
っ
た
。
モ
の
時
民
向
峨
な
く
し
て
ぬ
た
人
々
は
、
無

能
力
者
か
馬
鹿
白
で
、
彼
等
は
悶
来
臨
間
報
自
ら
運
命
に
甘
ん
ぜ
ね
ば
な
ら
十
、
救
助
を
受
け
な
か
っ
た
。
自
由
な
る
園
家
に
於
て
も

亦
謂
は
れ
左
昔
貧
乏
人
ム
」
失
業
と
が
支
配
し
う
る
。
し
か
し
共
等
の
原
凶
は
専
ら
過
度
。
人
口
増
加
に
節
閃
し
、
(
マ
ル
ザ
ス
を
想
へ
)

而
も
畢
寛
そ
れ
も
下
級
階
級
の
一
責
任
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

か
う
し
た
自
由
宅
義
理
論
家
の
希
望
を
無
惑
に
踏
み
に
じ
っ
て
、
十
九
世
紀
及
廿
世
紀
の
事
賓
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
即
ち
自
由
主

義
友
資
本
主
義
の
時
代
は
同
時
に
「
失
業
の
時
代
」
で
も
あ
り
、
而
も

E
大
な
る
「
詣
れ
た
き
」
、
無
産
階
級
の
失
業
を
醸
し
出
し
た
、

と
云
ふ
と
主
で
あ
る
。

己
の
読
明
は
現
賓
の
経
済
生
活
の
縫
動
か
ら
分
る
。
自
由
主
義
は
賓
に
自
由
を
も
た
ら
し
、
職
人
的
組
合
の
解
償
、
農
民
の
解
放
.

自
由
競
争
、
構
業
の
自
由
、
移
輔
の
自
由
と
友
つ
で
あ
ら
は
れ
た
。
そ
れ
は
、
新
な
る
交
通
手
段
に
よ
っ
て
容
易
に
さ
れ
た
。
そ
し

て
自
由
の
主
義
は
、
強
力
友
る
、
ま
だ
完
結
し
て
ゐ
な
い
「
産
業
化
」
或
は
「
工
業
化
」
の
過
程
主
行
は
し
め
、
師
ち
工
業
及
商
業
を
押

進
め
、
農
業
及
手
工
業
を
落
伍
せ
し
め
た
。
工
業
に
は

一
方
に
企
業
者
、
他
方
に
持
働
者
と
云
っ
た
二
つ

D
指
級
に
針
立
し
て
深

き
溝
を
つ
〈
っ
た
。
し
か
し
持
働
者
の
運
命
を
決
定
的
な
ら
し
め
た
も
の
は
、
近
代
的
機
械
に
よ
る
新
技
術
で
あ
る
。
機
械
は
、
持

働
者
の
敵
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
困
窮
の
原
因
で
あ
る
、
と
今
や
一
般
に
息
は
れ
る
や
う
に
在
っ
た
。
常
に
機
械
は
多
〈
の
弊
働
者
を



解
雇
す
る
と
、
大
衆
は
賃
銀
を
増
加
す
る
。
か
i

為
る
産
業
暗
躍
備
軍
内
存
在
は
、
し
か
し
企
業
者
を
し
て
葬
働
者
に
卦
す
る
決
定
的
優

越
性
を
興
へ
、
無
産
階
級
の
生
活
保
件
た
り
労
働
僚
件
な
り
乞
絶
え
や
悪
化
す
る
。
一
機
械
は
持
働
者
を
駆
逐
す
る
。
機
械
は
賃
銀

-
を
引
下
げ
る
。
機
械
は
休
業
を
加
重
す
る
」
『
シ
ス
モ
ン
ヂ
イ
)
。
世
紀
の
進
行
中
に
、
資
本
主
義
的
革
命
は
陸
柔
の
中
に
絶
え
中
荒
れ

狂
う
て
ゐ
た
。
小
規
模
工
業
(
手
工
業
，
家
内
工
業
〕
の
代
り
に
、
工
場
工
業
が
起
旬
、
工
場
工
業
は
又
も
や
小
企
業
土
り
大
企
業
へ
、

大
企
業
は
豆
大
企
業
へ
と
進
ん
だ
。
あ
ら
ゆ
る
方
耐
に
合
理
化
の
強
力
な
る
筒
動
が
起
り
、
持
働
節
約
の
要
求
が
起
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
で
砂
く
と
も
初
め
は
、
過
渡
期
に
於
で
は
、
た
え
や
失
業
主
線
返
へ
し
且
つ
増
加
し
て
行
っ
た
。
聞
も
在
〈
、
却
ち
約
一
八
八

0
年
代
よ
り
、
小
規
模
替
業
も
存
在
理
由
を
増
し
来
り
、
共
上
、
第
働
節
約
も
長
〈
績
〈
中
に
は
無
康
階
級
も
M
W
働
円
機
舎
を
増
し

且
向
上
せ
し
め
た
。

し
か
し
弁
働
不
足
は
資
本
主
義
制
度
目
反
封
者
に
は
不
吉
な
る
作
用
と
し
て
主
張
さ
れ
た
の
み
た
ら
や
、
仕
事
の
不
安
定
と
考
へ

ら
れ
た
。
仕
事
が
不
安
定
で
あ
れ
ば
、
努
働
者
の
生
活
主
震
M

惜
し
無
産
者
階
級
の
地
位
を
毎
々
悪
く
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
。
-
資

本
主
義
は
後
作
的
に
膨
脹
し
牧
縮
し
た
、

λ
は
そ
れ
を
「
景
気
鋒
動
」
と
呼
ぶ
。
高
景
気
へ
の
上
昇
は
問
も
在
〈
崩
壊
す
る
、
そ
れ
を

「
恐
慌
」
と
呼
点
。
事
買
上
十
九
世
紀
白
恐
慌
は
本
質
的
に
新
な
る
性
質
を
も
っ
て
あ
ら
は
れ
た
。
恐
慌
は
、
そ
れ
以
前
に
於
て
は
勿

論
人
聞
が
地
上
に
経
済
生
活
を
替
む
限
り
、
生
じ
た
。
し
か
し
前
資
本
主
義
的
世
紀
に
持
け
る
恐
慌
は
不
規
則
的
で
あ
り
、
偶
然
的

で
あ
っ
て
、
空
間
的
に
も
小
地
域
に
限
ら
れ
た
、
例
へ
ば
家
内
経
済
、
都
市
粧
品
山
、
地
域
的
冊
粧
品
川
の
ご
と
〈
。
そ
し
で
農
作
物
の
獲

動
に
も
と
づ
〈
農
業
恐
慌
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
十
九
世
相
の
恐
慌
は
一
定
の
規
則
性
を
以
て
あ
ら
は
れ
る
。
祉
合
主
義
者
は

之
を
産
業
恐
慌
循
環
法
則

(
D
m
z
t
&
g
Z
E
E
-
E
F
H提
言
『

E
5
)
と
呼
ぶ
。

之
は
空
間
的
陀
園
民
経
済
全
面
に
亙
旬
、
時
と
し
て

恐
慌
O
屡
史
性
と
失
業
白
贋
史
性

館
主
十
一
巻

九

宜

第
プて
観

占



恐
慌
の
歴
史
性
と
失
業
白
展
宜
性

第
宜
十
一
巻

第
六
説

七

九

六

は
敢
闘
又
は
杢
世
界
経
消
に
及
ぶ
己
と
が
あ
る
。
そ
し
て
又
農
作
物
恐
慌
で
あ
る
よ
り
も
寧
ろ
工
業
・
商
業
・
安
週
・
貨
幣
制
度
・

銀
行
制
度
・
取
引
所
制
度
か
ち
起
る
と
と
ろ
D
経
済
費
動
形
態
で
あ
る
や
う
に
在
っ
た
。
恐
慌
の
原
因
と
し
て
人
の
か
も
ミ
げ
る
は
、

い
ろ
い
ろ
る
っ
た
。
多
〈
の
批
判
者
た
ち
は
過
少
消
費
、
大
衆
の
無
産
、
生
産
過
剰
等
々
が
規
則
的
に
循
環
を
破
壊
す
る
も
の
売
と

し
た
。
之
に
刻
し
て
マ
ル
ク
ス
及
そ
の
弟
子
涯
は
、
資
本
主
義
経
済
の
無
計
書
性
に
原
因
を
蹄
し
た
。
手
工
業
者
が
知
ら
れ
た
顧
客

に
針
し
て
仕
事
を
し
た

D
K
、
資
本
主
義
的
企
業
家
は
強
測
し
が
た
き
世
界
市
揚
に
叫
制
し
て
殆

E
無
閣
に
吐
藤
を
す
る
。
生
産
者
の

一
般
的
競
争
は
時
々
刻
々
彼
等
の
多
数
を
奈
落
の
底
へ
陥
込
み
、
結
局
は
全
資
本
主
義
的
経
済
秩
序
争
呑
込
ん
?
し
ま
ム
。

計
量
買
経
筒
、
印
ち
「
弊
働
白
組
織
」
(
ヨ

p
m
E
E
O白
色

町

『

〉

FOHth)
は
、
だ
か
ら
社
合
主
義
者
の
関
整
で
あ
り
、
挑
戦
で
あ
り
、
綱
領

で
あ
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

近
代
経
怖
に
於
け
る
永
久
的
大
衆
失
業

A
F
E
E
E
B
E
E
E月
E
E。巴
m
E与
は
、
資
本
主
義
的
経
済
秩
序
白
其

E
痛
で
あ
る
と

め

云
ふ
己
と
が
出
来
る
。

(
註
)
央
業

ω
費
訪
日
F

景
気
荷
車
期
目
依
存
ナ
る
と
と
、
従
ヲ
て
規
則
的
で
る
る
こ
と
の
貨
詮
は
、
便
宜
上
、
ψ

ガ
ン
の
戎
の
統
計
を
借
P
る
こ
と
与
し

た
。
(
因
み
に
、
と
れ
に
よ
る
と
、
失
業
の
費
動
H
輸
出
の
費
動
と
は
E
反
封
白
方
向
を
と
っ
て
ゐ
る
ロ
今
回
と
れ
に
は
立
入
ら
な
い
じ
。
(
挽
表
)

此
白
「
割
合
」
は
磐
働
組
合
員
た
る
究
業
者
に
し
て
而
も
組
合
白
扶
助
金
を
受
け
る
者
白
割
合
で
あ
否
。
し
か
否
に
、
失
業
手
常
を
受
け
る
勢
働
組
合

員
の
割
合
は
必
ず
し
も
「
買
」
の
失
業
者
数
を
示
す
も
自
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
組
織
さ
れ
ざ
る
勢
働
大
来
目
先
業
者
に
つ
い
て
は
知
る
由
も
な

〈
、
又
組
合
白
金
て
が
扶
助
金
を
聞
す
と
は
限
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
注
意
を
以
て
次
表
は
見
る
べ
き
で
あ
る
。
因
み
に
常
時
勢
働
組
合

員
た
る
も
の
は
金
捗
働
者
白
二
割
王
分
に
ナ
ぎ
ず
と
云
は
れ
、
組
合
員
に
し
て
扶
国
金
を
受
け
忍
者
も
豆
割
か
ら
凡
割
世
で
る
っ
た
ら
う
と
云
は
れ

でゐ司会。

H. D. S. S. 792， 793 
ツ方fン、英国恐慌奥論、四五E頁参照。
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一
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8

4

8

1

1

1

1

E

8

4

4

7

8

6

7

T

1

8

一

1

1

一

却

制

醐

制

M
m
山

出

掛

制

割

問

蹴

飢

捌

蜘

蜘

削

捌

師

側

m
m
蜘

勾件

建

築

工

業

印

刷

製

本

工

業

聯
合
主
闘
輪
出
額
(
百
高
時
)

第

節

組
織
さ
れ
に
経
済
に
お
け
る
恐
慌
と
失
業

|
|
組
織
さ
れ
た
~
費
本
主
義
料
開
放
に
吐
骨
的
に
組
織
さ
れ
た
世
骨
(
祉
骨
主
義
世
曾
組
済
)
・
共
産
主
義
経
酔
又
は
金
値

主
義
組
済
に
お
け
る
恐
慌
の
特
陣
性
主
失
業
白
特
嘩
性
ー
ー

資
本
主
義
経
済
に
頻
繁
に
生
や
る
恐
慌
の
主
た
る
原
因

E
、
私
有
財
産
制
度
止
、
従
っ
て
生
宇
る
自
由
競
争
と
に
、

一
言
以
て
之

を
蔽
へ
ぽ
資
本
主
義
経
済
回
無
計
査
位
に
蹄
ず
る
枇
合
主
義
者
は
、
私
有
財
産
制
度
を
撤
腹
し
て
共
有
財
産
制
と
左
し
、
個
人
的
自

由
競
宰
を
や
め
て
祉
曾
的
共
同
生
産
と
せ
ば
、
生
産
消
費
聞
に
平
衡
争
夫
す
る
と
と
左
〈
、
従
っ
て
告
の
づ
か
ら
恐
慌
も
絶
滅
す
る

で
あ
ら
う
と
云
ム
。
勿
論
共
白
根
祇
に
は
、
無
政
府
的
生
産
と
競
争
自
由
の
駿
止
と
制
限
は
生
産
統
制
の
第
一
歩
で
あ
る
と
在
す
が

そ
れ
ず
ら
資
本
主
義
の
内
部
に
於
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
諦
め
が
あ
る
。
か
く
て
、
費
本
主
義
社
合
に
於
て
恐
慌
を
絶
滅
ぜ
ん
と

の
考
へ
は
全
然
空
想
的
で
あ
る
と
し
、
恐
慌
即
ち
産
業
恐
慌
と
し
て
知
ら
る
i
h

一
般
的
過
剰
生
産
は
、
資
本
主
義
制
度
の
根
本
的
特

恐
慌
の
降
史
性
と
央
業
の
歴
良
性

第
五
十
一
巻
‘

九

七

館
大
統

七



恐
慌
白
歴
史
性
と
失
業
白
鷹
良
性

第

五

十

一

巻

・

九

一

八

七

四

徴
よ
り
生
中
る
か
ら
、
資
本
主
義
制
度
と
共
に
の
み
消
滅
す
る
と
設
〈
α

そ
し
て
利
潤
で
は
な
ぐ
し
て
、
会
社
合
白
要
求
を
最
も
満

足
さ
せ
る
・
枇
合
的
に
組
織
さ
れ
た
生
産
の
み
が
、
即
ち
大
衆
の
購
買
力
の
不
足
な
き
枇
台
、
縫
っ
で
階
級
の
な
い
祉
舎
の
み
が
恐

第
六
競

慌
を
廃
滅
し
う
る
ー
と
言
ム
。

勿
論
、
今
日
の
ソ
ヴ
ェ

1
ト
・
回
シ
ア
の
経
済
計
垂
直
に
よ
る
組
織
さ
れ
た
生
産
は
、
周
聞
の
諸
闘
の
全
で
が
資
本
主
義
闘
で
あ
る

と
い
ふ
、
或
は
砂
く
と
も
反
吐
曾
主
義
図
(
多
φ
と
も
此
白
ご
ろ
ず
れ
出
し
て
は
ゐ
る
』
乙
で
あ
る
と
い
ふ
制
約
白
下
に
在
り
て
、
純
粋
に

新
友
る
制
度
を
貰
き
と
ほ
し
え
ざ
る
外
的
事
情
が
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
之
を
以
て
計
華
経
済
の
本
質
に
つ
い
て
語
り
え
在
い
の
で
あ

る
け
れ

E
も
、
資
本
主
義
的
恐
慌
1
1
1
生
産
一
消
費
心
不
均
衡
・
生
産
過
剰
・
ス
ト
ッ
ク
・
費
本
同
定
・
金
融
逼
迫
・
信
刑
破
壊
・
財

界
混
飢
・
恐
慌
1

1
が
、
非
常
在
程
度
に
迄
緩
和
さ
れ
た
己
と
丈
は
事
貫
ら
し
い
。
平
等
(
勢
働
義
務
・
分
阻
止
さ
を
強
制
す
る
檎
力
が

生
産
力
を
大
た
ら
し
む
る
憤
粁
た
る
・
共
産
主
義
の
第
一
階
綿
た
る
枇
曾
主
義
に
於
て
す
ら
然
り
。
ま
し
で
、

一
度
ぴ
生
産
力
が
愛

展
し
き
れ
ば
、
早
干
「
平
等
の
原
則
」
に
代
は
る
も
白
は
、
「
各
人
は
そ
白
能
力
に
庭
じ
て
そ
の
欲
望
に
従
っ
て
」
で
あ
り
、
「
平
等
を

強
制
す
る
権
力
」
に
代
は
る
も
の
が
、
「
必
然
の
主
圏
か
ら
日
的
の
王
園
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
疋
に
願
は
し
か
る
べ
き
と
と
で
友
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ち
、
「
自
由
。
王
図
」
は
成
員
が
買
に
白
売
し
た
院
に
の
み
別
法
し
う
る
理
想
の
枇
舎
で
あ
も

叉
所
謂
全
組
主
義
的
経
済
新
秩
序
論
は
、
恐
慌
な
き
或
は
「
失
業
友
き
」
設
計
論
を
打
樹
て
L
ゐ
る
。

一二
T

ス
主
題
へ
)
う
れ
し
い
己
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
恐
慌
は
失
業
は
、
事
賓
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
事
賓
を
何
庭
ま
で
思
想
と

〔
凋
乙
フ
ン
タ
極
済
相
あ
た
り
の

計
婁
の
力
で
押
し
や
り
う
る
か
が
懸
け
ら
れ
た
謎
で
あ
る
o

た
ピ
一
言
E
れ
だ
け
の
消
極
論
を
連
ね
て
告
か
う
。
却
ち
世
界
が
全
て

杢
鶴
主
義
岡
家
群
と
た
れ
ば
兎
に
角
、
そ
の
一
角
に
、
而
も
成
る
有
力
な
る
資
本
主
義
画
家
群
が
あ
る
時
、
身
上
ぴ
、
所
謂
全
酬
盟
主

義
国
家
の
貴
相
が
依
然
資
本
主
義
的
機
構
を
根
本
に
於
て
改
め
え
ざ
る
時
は
、
車
な
る
寸
希
望
」
に
終
る
か
、
希
望
に
「
近
き
」
程
度
の

問
題
と
し
て
泣
寝
入
り
さ
せ
ら
る
h

で
あ
ら
う
、
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。

拙著、資本主義と景呆循環、 "'0、三一頁。
高同博士 L魁涛に於ける続制ξ 強制~， (組槽論議、欝者十一巻第三主親、五一頁
参照。
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全
醐
問
+
て
義
国
家
、
枇
合
主
義
国
家
に
在
り
て
は
、
砂
〈
こ
も
「
資
本
十
七
義
的
」
恐
慌
は
緩
和
尋
買
に
於
て
は
「
絶
滅
」
と
い
ふ
語
を
用
目
げ
ん

と
し
て
用
ひ
え
ず
る
を
な
げ
と
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
と
は
、
事
責
も
亦
誇
明
す
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
向
、
経
済
外
的
原
因
よ
り
生
や

る
恐
慌
は
、
依
然
と
し
て
残
る
。
天
綾
地
異
に
よ
る
恐
怖
然
り
。
戦
争
に
よ
る
恐
慌
然
り
。
天
授
地
異
に
よ
る
自
然
的
事
情
に
基
〈

恐
慌
は
致
方
の
友
い
堪
命
で
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
世
界
か
ら
戟
争
が
亡
く
友
ら
ぬ
限
り
、
職
手
景
気
戦
後
恐
慌
は
依
然
失
業
を
産
み

つ
E
け
る
で
あ
ら
う
。

人
は
よ
〈
戦
時
経
済
下
に
告
け
る
「
完
杢
雇
傭
」
の
喜
ば
し
き
欣
態
が
永
遠
に
つ
ビ
く
も
の
h
ご
と
く
考
へ
る
。
そ
し
て
主
た
現
下

戦
時
景
気
を
寓
年
景
気
D
ご
と
く
見
、
恐
慌
の
到
来
を
夢
み
よ
う
と
も
し
泣
い
人
が
多
い
ロ
事
ほ
戸
」
左
犠
比
現
賓
に
執
し
て
ゐ
る
。

(
註
)

と
共
に
「
希
望
」
を
托
し
て
ゐ
る
。
架
し
て
然
る
か
。
諮
ず
に
数
年
の
時
を
以
て
す
れ
ば
分
る
で
あ
ら
う
。

有
く
も
人
間
の
棲
む
経
済
生
活
か
ら
恐
慌
と
失
業
と
が
全
然
亡
く
在
る
日
は
-
揚
の
夢
物
語
と
し
て
の
み
あ
る
で
あ

ιろ
。
砂
く

と
も
私
は
さ
う
信
や
る
。
経
済
恐
慌
史
と
世
界
史
の
研
究
は
私
に
そ
の
や
う
な
結
論
を
興
へ
て
し
ま
っ
た
。

。
み
な
ら
宇
、
経
済
白
「
計
書
」
と
て
も
、
そ
れ
が
大
が
か
り
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
思
は
れ
た
る
対
け
の
一
結
某
を
見
る
と
と
が
出

来
る
か

E
う
か
も
士
た
、
甚
だ
し
き
疑
問
で
は
あ
る
。

勿
論
、
一
時
的
に
は
恐
慌
を
失
業
を
喰
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
問
題
は
一
時
的
で
は
左
い
。
畢
克
吐
合
主

義
は
「
失
業
者
の
世
界
観
し
で
あ
り
、
大
が
か
り
た
「
失
業
霊
薬
」
に
外
注
ら
友
ぃ
。

(
註
)
「
こ
の
艇
は
今
や
産
業
の
一
鞭
的
紫
楽
町
時
期
に
世
に
同
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
白
読
〈
理
論
か
ら
開
設
す
れ
ば
、
遅
い
中
に
恐
慌
白

来
る
は
避
け
難
い
こ
主
が
た
や
す
〈
知
明
得
ら
札
る
。
政
惜
的
破
周
例
へ
ば
融
洲
職
宇
田
如
き
も
の
同
よ
っ
て
早
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
恐
慌
は

恐
ら
〈
一
九
一
回
l
l
i
一
六
年
頃
に
起
る
で
あ
ら
う
。
私
は
二
年
前
ロ
シ
ヤ
版
の
中
で
こ
の
意
見
を
琵
表
L
た
。
そ
し
て
撤
〈
最
近
フ
ラ
ン
ス
甲
恐

慌
問
題
研
究
委
員
舎
も
時
ん
E
同
様
な
観
測
を
し
て
ゐ
る
。

故
に
、
羽
在
の
輝
か
L
い
般
理
に
幻
惑
さ
れ
て
、
不
可
避
的
忙
来
る
時
期
主
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
」
(
闘
勤
桑
原
)
と
は
、
別

二
十
日
セ
ン
ト
・
ベ
テ
ル
ス
プ
ル
グ
に
で
認
品
た
ヴ
ガ
ン
町
、
「
英
闘
に
於
け
る
産
業
恐
慌
」
の
序
文
に
在
る
言
葉
で
あ
る
。

一
九
一
二
年
十
一
月

恐
慌
の
毘
且
性
と
失
業
白
握
史
性

第
五
十
一
巻

告事
ノ、

挽

七
主

九

九

鍵T.e);' Crise詰 industriellesen Angleterre， par Michel Tougan-Baranowsky 
牢課 L英囲恐慌史論寸牽問。
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